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敬

老

会

 

」 

ー
ー
ー
b

い福 

祉
 

係s
・g
・・巨し 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
日
明
治
、
 

れ
、
ひ
た
す
ら
家
族
の
た
め
、
町
ま
た
社
 

大
正
、
昭
和
の
長
き
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
 

会
の
た
め
に
そ
の
責
任
を
発
揮
さ
れ
た
、
 

金
田
町
在
住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝
 

い
す
る
、
敬
老
会
が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
は
大
正
四
年
九
月
十
五
日
以
前
に
 

生
ま
れ
た
、
満
七
十
才
以
上
の
方
七
六
四
 

名
を
、
お
招
き
し
ま
し
た
が
、
五
四
〇
名
 

の
い
づ
れ
も
壮
者
を
し
の
ぐ
、
元
気
な
お
 

姿
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
だ
ち
、
会
場
受
付
に
お
い
て
 

満
七
十
才
以
上
の
方
々
に
、
本
町
よ
り
支
 

給
さ
れ
る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
に
は
じ
ま
り
、
亡
く
 

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
 

さ
さ
げ
、
町
長
よ
り
各
種
の
記
念
の
伝
達
 

が
あ
り
、
来
年
度
も
元
気
に
て
敬
老
会
へ
 

の
ご
出
席
を
約
し
て
式
典
が
終
り
ま
し
 

た。 そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
催
さ
れ
、
婦
人
 

会
、
老
人
会
並
び
に
青
年
会
の
み
な
さ
ん
 

に
よ
る
舞
踊
も
好
評
を
得
、
無
事
終
了
す
 

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
婦
人
会
、
青
年
会
の
み
な
さ
ん
 

を
始
め
、
関
係
者
各
位
の
お
協
力
を
厚
く
 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

一
巨
庵
晦
は
漕
」
に
」
」
他
 

大
島
幸
太
郎
 

モ
モ
ェ
殿
 

重
松
 
重
雄
 

サ
ツ
キ
殿
 

森
 

績
 

カ
 

ッ
殿
 

本
田
権
兵
衛
 

菊
 
枝
殿
 

平
元
 

勝
 

閑
 

子
殿
 

辰
島
 

勝
 

ァ
 

キ
殿
 

一
※
米
寿
該
当
者
 
（
七
名
）
 

山
本
 

ヒ
サ
ェ
 

坂
田
 

要
 

三
ノ
宮
コ
ス
エ
 

早
瀬
 

ウ
メ
ノ
 

大
井
 
喜
四
郎
 

藤
本
 
杢
次
郎
 

告
野
 

フ
ジ
エ
 

殿 殿 殿 殿 殿
 

殿
 

殿
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、
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、
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、

 

昭
和
六
十
年
第
五
回
定
例
町
・
 

議
会
が
九
月
二
十
七
日
招
集
さ
 

れ、 

一
日
間
の
会
期
に
よ
り
議
 

案
を
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
と
 

お
り
決
定
さ
れ
ま
も
た
。
 

⑥
議
案
第
四
十
五
号
町
道
の
変
 

更
認
定
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
六
号
教
育
委
員
 

の
選
任
に
っ
い
て
（
選
任
同
意
）
 

」
」
請
「
金
田
町
大
筆
神
崎
 

」
三
二
七
番
地
 

氏
名
 
森
 
豪
雄
 

、一
 

．
に
大
正
三
年
五
月
五
日
生
―
 
『 

⑨
議
案
第
四
十
七
号
昭
和
六
十
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
予
 

算
（
第
二
号
）
 
に
つ
い
て
 

に
つ
い
て
 

（
原
案
認
定
）
 

⑧
，
昭
和
‘
「
ハ
十
年
度
金
田
町
水
遭
 

△
…
議
会
事
務
局
・
・
や
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
八
号
昭
和
六
十
 

年
度
金
由
町
簡
易
水
道
特
別
会
 

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
 

い
て
‘
 

（
原
案
可
決
）
」
 

＠
議
案
第
四
十
九
号
昭
和
六
十
，
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
補
 

正
予
算
（
第
》
号
）
に
つ
い
て
 

ミ 
パ・ 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
号
決
算
の
認
定
 

m
昭
和
五
＋
九
年
度
金
田
町
一
 

・J

事
業
会
計
決
算
 

J・ 

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
f

ら
‘
‘
⑥
意
見
書
の
審
査
に
つ
：
い
で
国
 

②
昭
和
五
十
九
年
度
金
田
町
局
べ
」
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す
る
 

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

「 

らs 

」
を
確
認
し
、
そ
の
地
番
が
明
ら
 

決
算
 

【 

・ 

③
昭
和
五
＋
九
年
度
金
田
町
国
、
 

m
昭
和
‘
十
九
年
度
金
田
町
老
 
類
を
確
定
す
る
こ
と
で
す
。
 

人
康
特
別
会
計
歳
入
歳
母
 

．
、
ー
ー
，
、
ー
ー
、
J
、、‘ 

・

《

・

、

？

・

？

、

？

・

，

？

、

、

ー

 

（
一
《
・
一
《
こ
・
J
・、 

‘
、
一
 

o
 

か
で
な
い
も
の
又
は
誤
り
が
あ
 

る
も
の
に
 つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
痴
蜘
番
（
登
記
所
で
本
地
番
 

と
な
り
ま
ず
）
を
設
定
し
、
訂
 

正
を
行
い
ま
 

O
地
目
の
調
査
o

魂
旧
ゆ
鯛
喧
 

（
ど
は
メ
王
地
の
現
況
と
利
用
状
 

況
に
よ
り
、
土
地
の
用
途
別
種
 

決
算
 

J 

・ 

J 

⑤
昭
和
五
十
九
年
度
金
田
町
簡
 

一
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
 

一決算り・ー 

プ”J 

和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
 
意
見
書
 

” 

‘
」
（
決
定
）
」
 

付
専
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
”
 

、 

以
・
」
 山
 

国
土
調
査
に
こ
協
カ
を
 

」 

振
興
課
国
土
調
査
係
 

前
号
ま
で
国
土
調
査
の
成
果
 

に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
が
 

今
月
号
よ
り
，
現
地
調
査
4

に
 

つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。
 

一
筆
地
調
査
の
準
備
作
業
が
 

整
う
と
、
」
次
は
、
い
よ
い
よ
本
 

番
の
現
地
調
査
で
す
。
「
r
 

現
地
調
査
と
は
、
読
ん
で
字
 

の
と
お
り
、
事
前
準
備
段
階
で
 

の
よ
う
な
屋
内
、
机
上
を
主
と
 

?
 

7
 

2
 

く
 

る
こ
と
で
す
。
一
＼
 

こ
の
現
地
調
査
は
、
毎
筆
の
 

土
地
睦
つ
い
て
 
そ
の
所
有
者
 

地
番
、
地
目
を
直
接
現
地
に
お
 

い
て
調
査
し
、
現
地
に
設
置
さ
 

り
れ
た
筆
界
標
示
杭
（
境
界
杭
）
 

”
に
基
づ
き
筆
界
（
境
界
）
の
確
 

認
作
業
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
 

‘
果
が
、
国
土
調
査
の
成
果
で
あ
 

> 

O
 
O
 

o
 

り
ま
す
地
籍
簿
（
登
記
簿
に
記
 

し
た
作
業
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
い
 

で
も
屋
外
、
現
地
に
お
い
て
、
 
． 

調
査
区
域
内
の
土
地
の
現
況
を
 

一
筆
ご
と
に
も
れ
な
く
調
査
す
 

暦
 

一
載
さ
れ
ま
す
）
及
び
地
知
邸
（
 

登
記
所
備
付
地
図
と
な
り
ま
す
 

・
〕
作
成
の
基
礎
と
な
り
、
又
、
 

後
統
し
て
実
施
さ
れ
る
測
量
の
 

そ

の

一

杯

 

月
（
詠
草
 

甘
公
民
館
短
歌
教
室
廿
 

友
清
 

隆
雄
 

考
へ
し
末
の
発
言
な
り
し
も
 

の
を
歪
曲
さ
れ
し
は
寂
し
き
 

こ
と
ぞ
 

阿
部
ご
 

重
宏
 

征
き
て
還
ら
ぬ
友
の
い
く
人
 

偲
び
っ
っ
戦
友
会
の
片
隅
に
 

座
す
 

一 

田
代
 

稔
 

学
校
を
追
わ
る
る
ご
と
く
今
 

日
も
ま
た
退
学
生
が
ひ
と
り
 

去
り
ゆ
く
 林

 

淳
一
 お

と
な
 

ふ
る
里
に
住
ま
え
る
姉
を
訪
 

え
ば
盲
い
の
猫
に
え
さ
や
り
 

て
を
り
 

岡
野
富
司
生
 

「
僕
が
作
つ
た
」
と
大
き
な
パ
 

ネ
ル
か
か
え
来
る
日
焼
け
し
顔
 

に
白
き
歯
こ
ぼ
れ
 

高
木
美
代
子
 

雑
草
の
中
に
紫
紺
の
色
み
せ
て
 

小
さ
き
朝
顔
の
咲
き
て
る
た
り
 

き
 

藤
林
り
、
俊
信
 

連
れ
打
ち
の
赤
穂
太
鼓
は
と
ど
 

ろ
き
て
バ
チ
振
る
若
人
の
汗
の
 

飛
び
来
る
 

伊
藤
 

初
美
 

お
土
産
は
何
が
い
い
ね
と
言
ふ
 

友
へ
阿
蘇
の
空
気
が
ほ
し
い
と
 

こ
た
え
ぬ
 

基
礎
と
な
り
ま
す
。
 

0
調
査
対
象
 
調
査
め
対
象
は
‘
 

（
そ
の
年
度
の
調
査
区
城
内
の
全
 

て
の
土
地
で
す
「
 

J山 

e
所
有
者
の
調
査
 
所
亘
者
の
 

調
査
と
は
、
現
地
に
つ
い
て
】
 

筆
地
の
境
界
を
確
認
す
る
際
に
 

・
相
隣
地
の
所
有
者
を
確
認
し
た
 

上
で
立
会
を
求
め
た
り
、
登
記
 

簿
上
の
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
 

に
変
更
や
誤
り
が
あ
る
か
ど
う
 

か
を
確
認
す
る
作
業
で
す
P
 

●
地
番
の
調
査
 
地
番
の
調
査
 

そ
は
「
調
査
区
域
内
の
土
地
の
 

地
番
（
現
実
臓
「
住
所
番
地
を
 

異
な
る
人
が
多
い
よ
う
で
ず
）
 

iβ 

車
の
登
録
、
車
検
が
 10 

月
 21 

日
 

（
月
）
か
ら
宙
内
町
で
で
き
る
よ
 

（
地
目
の
種
類
 
田
・
畑
・
宅
 

地
・
塩
田
・
鉱
泉
地
・
池
沼
・
 

運
河
用
地
・
山
林
・
牧
場
・
原
 

野
・
墓
地
・
境
内
地
・
水
道
用
 

地
・
用
悪
水
路
・
た
め
池
・
堤
 

・
井
溝
・
保
安
林
・
公
衆
用
道
 

路
・
公
園
・
雑
種
地
・
学
校
用
 

地
・
鉄
道
用
地
）
 

日
境
界
の
調
査
 
境
界
の
調
査
 

と
は
、
現
地
で
設
置
さ
れ
た
境
 

筑
豊
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
 

小・・」 

10 
月
 21 
日

か

ら

業

務

を

開

始

 

み
場
所
は
庄
内
町
の
筑
豊
自
動
車
試
験
場
の
そ
ば
I
 

筑
豊
地
区
の
皆
さ
ん
、
“
自
動
 

ヴ
に
な
り
ま
す
。
 

‘
廃
軍
、
『
名
儀
変
更
の
手
続
も
 

こ
こ
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
大
 

変
便
利
に
な
り
ま
す
。
 

登
録
の
と
き
に
納
め
て
い
た
 

だ
ぐ
」
日
動
車
税
と
百
動
車
取
得
 

税
は
、
隣
接
す
る
筑
豊
交
通
会
 

館
内
の
福
岡
県
飯
塚
財
務
事
務
 

所
の
分
室
で
取
り
扱
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
年
度
第
ニ
回
 

歳
優
物
取
扱
者
試
験
等
の
広
報
 

1
，
試
験
・
 

田
試
厭
日
 

”
昭
和
 60 

年
 11 

月
 24 

日
・
「
 

②
試
験
種
類
 

、 

乙
種
（
第
四
、
五
、
六
類
 

ー 

）
及
び
甲
種
、
 
丙
種
―
 

⑧
試
験
会
場
 

北
九
州
市
 
北
九
州
大
学
 

福
岡
市
 

福
岡
大
学
 

‘・
 

久
留
米
市
マ
久
留
米
工
汰
 

シ 
附
属
高
校
 

・
大
牟
田
市
 

大
牟
田
高
校
 

田
川
市
 
与 
西
田
川
高
校
 

2
、
準
備
講
習
会
 

m
講
習
日
 

昭
和
 60 

年
 11 

月
 10 

日
 

②
講
習
内
容
 

第4回 

金田町子ども会 

マラソン大会 

界
杭
に
基
づ
き
境
界
の
確
認
を
 

行
い
、
杭
の
配
置
図
を
作
成
し
 

後
日
行
わ
れ
る
測
量
の
際
に
重
 

要
な
図
面
と
な
り
ま
す
。
 

※
今
年
度
調
査
地
区
の
神
崎
 

の
一
部
（
下
神
崎
宅
地
区
域
）
 

に
つ
い
て
は
、
 
10 

月
よ
り
現
地
 

調
査
に
入
り
ま
す
が
、
詳
細
に
 

つ
い
て
は
、
回
覧
、
ハ
ガ
キ
等
 

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

乙
種
（
第
四
、
五
、
六
類
 

）
及
び
甲
種
、
丙
種
 

⑧
講
習
会
場
 

田
川
市
平
松
町
3
番
 36 

号
 

田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

3
、
そ
の
他
 

申
し
込
み
等
詳
し
い
内
容
に
 

つ
い
て
は
、
田
川
地
区
消
防
本
 

部
消
防
課
危
険
物
係
（
＠
冥
吾
 

）
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

手
 
話
 
の
 
会
 

会
 
員
 
募
 
集
 

「
金
田
手
話
の
会
」
は
毎
週
 

火
曜
日
下
記
の
と
お
り
勉
強
会
 

を
行
つ
て
い
ま
す
。
 

ぐ趣 旨 

マラソンを通じ強じんな 

体力の養成と、明るい子 

ども会活動の建設に寄与 

しようとするものである 

ぐ主 催 

金田町子ども会育成連絡 

協議会 

ぐ後 援 

’」 金田町教育委員会・金田 

。’ 町青年会 

く期 日 

昭和60年n月3日（日） 

・雨天ニ＝n月4 日（月）に 

順延 

ぐ会 場 

金田小学校グランドスタ 

’」 ート ゴール 

、 出発 8時30分 

ぐコース 

彦山川サイクリングドー 

わ

る

勇

気

が

 

事

故

を

断

つ

 

『 

三
村
二
 

和
子
 

想
ひ
出
が
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
よ
 

み
が
え
る
彼
岸
花
咲
く
ふ
る
さ
 

と
の
道
 

‘ 井
手
元
智
恵
子
 

外
泊
の
病
母
を
囲
み
て
つ
つ
じ
 

き
 

燃
ゅ
晴
れ
た
自
の
午
後
父
の
忌
 

お
 終

ゆ
る
 

山
口
 

倭
子
 

「
お
は
よ
う
」
と
言
へ
ば
と
ま
 

ど
ひ
て
カ
し
少
年
が
今
朝
は
自
 

ら
声
か
け
過
ぐ
る
 

千
手
佐
起
子
 

吾
立
て
ば
我
を
追
ひ
来
る
夫
の
 

眼
に
僅
か
に
病
の
快
復
を
み
る
 

菊
池
 

一
枝
 

葉
桜
の
か
す
か
に
花
の
残
り
カ
 

て
花
冷
え
の
風
に
散
り
い
そ
ぎ
 

る
る
 

小
野
と
め
子
 

人
は
み
な
ね
む
る
三
時
に
吾
れ
 

は
ま
た
夫
の
体
交
ナ
ー
ス
と
し
 

て
お
り
 

福
原
 

照
子
 

近
頃
の
わ
が
身
を
気
に
し
つ
始
 

め
た
る
週
に
一
度
の
「
健
康
休
 

操
」
 

ぼ
た
や
ま
 

福
田
 

み
唱
 

硬
山
縮
叫
て
樋
せ
し
道
路
の
 

端
に
雛
嬰
粟
の
花
群
れ
て
咲
き
 

る
る
 

一 

J並
川
 

君
子
 

自
転
車
に
乗
り
て
走
る
幼
な
子
 

が
暮
れ
ゆ
く
道
で
わ
れ
に
声
ふ
 

け
て
ゆ
く
 

室
 

・
ト
ョ
 

こ
の
秋
は
豊
作
な
ら
む
青
葉
か
 

お
さ
な
み
 

げ
に
柿
の
稚
実
い
と
も
た
わ
わ
 

に
 

中
村
 

繁
生
 

伸
び
盛
る
枝
木
の
手
入
れ
妻
と
 

終
え
タ
べ
の
緑
に
安
ら
ぎ
あ
り
 

ぬ
 

う
？
?
,
,
,
,
,
,
，
、
，
,
．
う
、
、
‘
．
,
,
,
,
,
'
‘
．
ら
、
，
，
ミ
．
．
ミ
く
ら
．
く
？
1
・
，
，
、
5
、
‘
?
?
,
，
、
メ
 

)
f
 
』x 

俳
 
句
 

一
 

一
 《 

ー 

ん
ス
 

球
を
打
つ
音
爽
や
か
に
朝
の
風
 

一
 
《
 

d
ィ
 
と
ガ
 

水
す
み
て
嶋
う
き
あ
そ
ぶ
英
彦
の
川
 

『 

甘
「
 

． 

鳥
越
美
枝
 
” 

金田町老人クラブ 

俳句・短歌同好会 

原
田
豊
茂
 

一 

米
寿
わ
れ
暑
に
処
す
日
々
を
悲
な
く
 

ご 

】
（
 

や
す
ら
ぎ
の
老
の
一
日
や
遠
蛙
 

秋
場
所
を
知
ら
す
太
鼓
の
バ
チ
の
 鳥

越
美
枝
 
（ 

政
 
子
 

一 

さ
へ
 

、 

ー 
プ

洞

 おP
一丁つt
ョ奄り」J

一
ー
‘
 
岩
野
勝
義
 

一
 

》 

．A
ノ
 
可
可
 

『； 

『
ー
；
．
‘
ー
I

ー
ー
 

ーコー 

ヒ1 

》 

ら” 

n
）
 

克
 
芳
 

一
 

ダ
？
z
C
(2
?IzI
・
を
く
‘
、
‘
・
、
‘
・
、
、
、
、
、
‘
'
'
'
‘
・
・
‘
'
‘
、
ー
、
‘
・
‘
‘
、
‘
、
ぐ
く
」
 

文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て
 

（

お

 

願
 

い
 
） 

第
四
回
の
文
化
祭
を
＋
一
月
に
 
察
も
回
を
重
ね
て
四
年
目
を
迎
 

予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
文
化
 
え
毎
年
多
く
の
人
A

の
御
協
力
 

を
得
ま
し
て
年
を
重
ね
る
度
に
 

盛
大
に
な
り
内
容
も
一
年
？
く
、
 

と
充
実
し
て
来
た
よ
う
に
思
わ
 

れ
ま
す
。
 

本
年
も
芸
術
の
秋
に
ち
な
み
 

十
一
月
二
日
、
三
日
、
金
田
町
 

総
合
会
館
を
会
場
と
し
て
多
採
 

な
展
示
を
致
し
度
い
と
ス
タ
ッ
 

フ
ー
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

各
ク
ラ
ブ
や
同
好
会
等
各
層
 

の
御
協
力
に
よ
り
多
数
の
作
品
 

を
展
示
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
 

が、 

一
般
よ
り
の
作
品
を
募
集
 

致
し
て
お
り
ま
す
。
郷
土
の
文
 

化
を
見
直
す
た
め
に
も
、
 

「
あ
な
た
の
作
品
を
 

展
示
し
て
見
ま
せ
ん
か
」
 

一
つ
の
作
品
か
ら
新
し
い
文
 

化
の
芽
が
生
ず
る
事
を
期
待
致
 

し
ま
し
て
、
各
位
の
御
協
力
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

く
わ
し
い
事
は
、
金
田
町
総
 

合
会
館
内
、
社
会
教
育
課
あ
て
 

連
絡
下
さ
い
。
 

電
話
⑩
一
ご
一
〇
0
番
 

交
通
事
故
の
こ
相
談
は
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

無
料
で
ご
相
談
に
 

応
じ
て
お
り
ま
す
 

午
前
九
時
半
ー
午
後
四
時
四
十
 

分
（
平
日
）
二
 

f
曜
日
は
正
午
ま
で
 
（
第
二
土
 

曜
日
は
休
み
ま
す
）
・
 

＠
専
門
の
相
談
員
が
親
身
な
り
 

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
 

＠
弁
護
士
相
談
日
・
・
毎
週
金
曜
 

日
午
後
一
時
ー
四
時
 

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
 

小
倉
自
動
車
保
険
晴
求
 

相
談
セ
ン
タ
ー
 

手
話
は
聴
こ
え
な
い
人
達
が
生
 

活
の
中
か
ら
産
み
出
し
た
表
情
 

豊
か
な
表
現
方
法
で
す
。
 

ま
た
聴
こ
え
る
人
達
の
生
活
 

の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
手
話
が
 

使
わ
れ
て
い
ま
す
．
 

聴
え
な
い
人
達
へ
の
情
報
提
 

供
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
あ
 

る
い
は
反
達
の
輪
を
今
少
し
広
 

げ
る
た
め
に
手
話
を
始
め
て
み
 

ま
せ
ん
か
、
以
前
に
講
習
を
受
 

け
ら
れ
た
皆
さ
ん
毎
日
お
忙
し
 

い
と
存
じ
ま
す
が
初
心
者
の
方
 

A
の
た
め
ご
指
導
を
お
願
い
致
 

し
た
く
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
 

ま
す
。
 

記
 

勉
強
日
 

毎
週
火
曜
午
後
7
時
 30 

分
 

1
9
時
 

場
 
所
 

町
民
会
館
2
階
 

会
 
費
 

毎
月
 

一
〇
〇
円
 

連
絡
先
 

金
田
町
東
金
田
 

和
田
勝
馬
方
 

電

話

⑩

 三
六
〇
八
 

又
は
直
接
勉
強
会
々
場
へ
 

北
九
州
市
小
倉
区
紺
屋
町
呼
l
一 

明
治
生
命
ビ
ル
八
階
 
小
倉
調
 

査
事
務
所
内
 

電
話
〇
九
三
ー
呈
T
一
一
一
四
〇
 

一 

（
直
通
）
 

〇
九
三
玉
巴
ー
一
五
三
一
 

電
話
の
こ
相
談
も
 

お
受
け
し
ま
す
 

‘

、

ー

，

、

？

、

、

）

《

？

、

？

、

、

こ

《

 

第
五
回
金
田
 

《

参

加

作

 

野
に
山
に
豊
か
な
稔
り
の
秋
 

を
迎
え
、
自
然
も
人
も
充
実
す
 

る
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
秋
に
あ
た
り
中
央
公
民
 

館
主
催
の
も
と
に
、
第
五
回
金
 

田
町
短
歌
大
会
を
下
記
に
よ
り
 

開
催
致
し
ま
す
。
今
回
も
町
民
 

ロ自衛官等募集案内ロ 

※
問
い
合
せ
先
 
福
岡
地
方
連
絡
部
 
飯
塚
募
集
事
務
所
（
飯
塚
市
横
田
8
2

~) 

' 
T
E
L
 

0
9
4
8
1
2
2
1
4
8
4
7
 

2
等
 

‘
陸
・
海
・
空
 
土
 

自

衛

隊

生

徒

 

防

衛

大

学

校

 

学
 

生
 

昭
和
関
年
度
 

可 

自
衛
官
を
 

自

 

衛

 

」
目
 

《
易
 

雄
木
 

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
 

種
 

目
 

資
 

格
 

受
付
期
間
 

試
 
験
 
期
 
日
 

18 25

歳未満

中
卒
（
見
込
）
 

11 高
卒
（
見
込
）
 

21 

歳

未

満

 
年
間
を
通
じ
 

て
行
っ
て
お
 

り
ま
す
 

111

月ー日 
から 

61

年ー月4 でま日

10
月ー日 

から 

月相
26B 

でま

受
付
時
に
指
定
し
ま
す
 

来
春
高
卒
予
定
者
は
 

10 

日
以
降
で
す
 

一
次
 

61 

年
ー
月
6

日
 

一一次 

61 

年
ー
月
 21 

B
ー
 23 

B
 

】
次
 

111 
月
3
日
・
4

日
 

一一次 

12 

月
3
日
1
6
日
 

町
短
歌
大
会
 

品

募

集

》

 

公

民

館

短

歌

教

室

 

多
数
の
方
が
お
気
軽
に
参
加
さ
 

れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
 

記
 

一
、
参
加
資
格
 

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

初
め
て
の
方
歓
迎
し
ま
す
。
 

ロ 

二
、
応
募
作
品
 

」
人
二
首
以
内
、
十
月
二
十
 

五
日
締
切
 

三
、
申
込
先
 

金
田
町
中
央
公
民
館
又
は
、
 

阿
部
重
宏
、
藤
林
俊
信
、
田
 

代
稔
『
山
口
倭
子
、
福
田
昌
 

宛
、
葉
書
、
持
参
、
電
話
可
 

四
、
開
催
期
日
 

十
一
月
上
旬
 

作
品
応
募
者
に
は
開
催
日
時
 

が
き
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

五
、
発
表
 

金
田
町
報
一
月
号
の
予
定
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町
 

田
 

金
 

年
 
金
 

だ
 
よ
 
h
一 

ー
暮
ら
し
を
支
え
る
 

国
民
年
金
ー
 

さ
き
に
、
厚
生
省
が
発
表
し
 

た
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
男
 

74 

・ 54 

歳
、
女
 80 

・ 18 

歳
と
な
 

り
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
が
本
 

格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
老
 

後
の
生
活
が
益
々
長
く
な
る
こ
 

と
を
意
味
し
、
年
金
制
度
を
抜
 

き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
く
な
 

り
ま
し
た
。
 

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
の
 

方
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
昭
和
 

36 

年
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
 

り
我
か
国
で
国
民
皆
年
金
が
実
 

現
し
、
だ
れ
で
も
が
い
ず
れ
か
 

の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
】
 

ま
た
、
今
回
の
法
律
改
正
で
 

基
礎
年
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
 

と
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
被
 

保
険
者
及
び
そ
の
配
偶
者
等
も
 

昭
和
 61 

年
4
月
か
ら
国
民
年
金
 

の
強
制
加
入
被
保
険
者
と
な
り
 

ま
す
。
 

ー
将
来
、
年
金
を
 

受
け
る
に
は
ー
 

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
を
 

機
会
に
、
あ
な
た
の
将
来
の
年
 

金
の
権
利
を
守
る
三
つ
の
大
切
 

な
こ
と
（
年
金
三
原
則
）
を
考
 

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

住

民

課

国

民

年

金

係

 

◆
加
入
し
て
 

い
ま
す
全
員
で
 

国
民
皆
年
金
と
い
う
こ
と
は
 

だ
れ
に
で
も
将
来
の
年
金
を
約
 

東
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
年
 

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
 

に
は
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
な
 

ど
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
 

自
分
で
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
 

ま
す
。
 

20 

歳
に
な
っ
た
人
、
会
社
等
 

の
勤
め
を
や
め
た
人
は
、
届
け
 

出
が
な
い
と
年
金
制
度
か
ら
と
 

り
残
さ
れ
ま
す
。
将
来
に
悔
い
 

を
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
も
 

れ
な
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
完
納
し
て
 

い
ま
す
保
険
料
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
 

納
め
た
期
間
と
、
保
険
料
の
免
 

除
を
受
け
た
と
き
は
，
そ
の
期
 

間
を
台
わ
せ
た
期
間
が
原
則
と
 

し
て
 25 

年
（
昭
和
5
年
ー
日
以
 

前
生
ま
れ
の
人
は
短
縮
さ
れ
ま
 

す
）
な
け
れ
ば
老
齢
年
金
は
支
 

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
を
納
め
て
こ
そ
年
金
 

を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
 

す。 な
お
、
当
然
加
入
の
人
で
生
 

活
が
苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
 

場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
と
 

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
 

ら
れ
な
い
と
き
は
、
未
納
の
ま
 

ま
放
置
し
な
い
で
是
非
免
除
を
 

受
け
る
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
 

◆
相
談
し
て
 

い
ま
す
疑
問
点
 

昭
和
 61 

年
4
月
か
ら
、
国
民
 

年
金
、
厚
生
年
金
保
険
に
共
通
 

の
基
礎
年
金
制
度
が
導
人
さ
れ
 

ま
す
が
、
年
金
制
度
の
し
く
み
 

は
や
さ
し
い
よ
う
で
す
が
、
色
 

々
の
特
例
な
ど
が
あ
つ
て
か
な
 

り
複
雑
で
す
。
隣
人
、
友
人
か
 

ら
聞
い
た
こ
と
や
、
知
人
の
例
 

な
ど
で
自
分
な
り
の
理
解
を
さ
 

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
不
測
 

の
事
故
や
、
年
金
を
受
け
る
年
 

齢
に
な
っ
た
と
き
、
思
い
違
い
 

の
た
め
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
不
明
 

な
点
、
疑
問
点
は
一
人
合
点
し
 

な
い
で
、
市
区
町
村
役
場
ゃ
、
 

社
会
保
険
事
務
所
に
相
談
す
る
 

こ
と
で
す
。
 

ー
国
民
年
金
に
任
意
 

加
入
さ
れ
て
い
る
 

み
な
さ
ん
へ
ー
 

昭
和
 61 

年
4
月
か
ら
国
民
年
 

金
が
変
わ
り
ま
す
。
 

あ
な
た
が
加
入
さ
れ
て
い
る
 

国
民
年
金
は
、
昭
和
日
年
4
月
 

か
ら
改
正
さ
れ
、
厚
生
年
金
保
 

険
等
の
加
入
者
で
あ
る
夫
の
収
 

入
に
よ
り
主
と
し
て
生
計
を
維
 

持
さ
れ
て
い
る
 20 

歳
か
ら
 60 

歳
 

に
な
る
ま
で
の
妻
は
す
べ
て
新
 

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
る
 

こ
と
に
な
り
、
個
別
に
国
民
年
 

金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
 

老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
金
給
付
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

（
こ
れ
か
ら
 

の
方
の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

そ
の
方
の
夫
が
加
入
す
る
年
金
 

制
度
が
ま
と
め
て
納
め
る
か
た
 

ち
に
な
り
ま
す
。
）
 

こ
の
よ
う
な
被
保
険
者
を
I
 

第
3
号
被
保
険
者
‘
と
い
い
ま
 

す
が
、
第
3
号
被
保
険
者
と
し
 

て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
に
は
、
 

役
場
年
金
係
に
届
け
出
て
確
認
 

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
書
は
、
 
10 

月
末
ご
ろ
 

お
て
も
と
に
届
く
予
定
で
す
。
 

（
な
お
、
こ
の
取
り
扱
い
は
、
 

妻
の
収
入
に
よ
り
主
と
し
て
生
 

計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
夫
の
場
 

合
も
同
様
で
す
。
）
 

も
し
届
け
出
に
つ
い
て
、
不
 

明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
 

役
場
年
金
係
ま
た
は
社
会
保
険
 

事
務
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

ー
国
民
年
金
相
談
所
 

を
開
設
し
ま
す
ー
 

10 

月、 

11 

月
の
国
民
年
金
制
 

度
推
進
月
間
行
事
の
ー
つ
と
し
 

て
、
左
記
の
場
所
で
「
国
民
年
 

金
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

⑥
九
州
厚
生
年
金
会
館
 

10 

月
 22 

日
 

（火〕 

⑥
黒
崎
そ
こ
う
 

10 

月
 25 

日
 

（金） 

⑥
飯
塚
井
筒
屋
 

10 

月
 29 

日
 

（火） 

＠
大
牟
田
井
筒
屋
 

10 

月
 31 

日
 

（木） 

＠
久
留
米
岩
田
屋
 

11 

月
 13 

日
 

（水） 

⑥
宇
美
町
役
場
 

11 

月
 19 

日
 

（火） 

※
お
気
軽
に
、
ご
相
談
下
さ
い
 

「
路
上
駐
車
」
は
 

や
 
め

よ

う

タ

 

田

川

警

察

署

 

O
 

o
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

o
 

o
 

目
立
つ
駅
 
商
店
街
周
辺
 

路
上
駐
車
は
交
通
事
故
や
交
 

通
混
雑
な
ど
の
障
害
を
発
生
さ
 

せ
て
お
り
、
管
内
で
も
全
交
通
 

事
故
八
九
六
件
の
六
、
七
％
(
 

六
十
件
）
の
駐
車
が
原
因
と
な
 

っ
て
お
り
ま
す
 

特
に
道
幅
が
狭
い
う
ら
通
り
 

に
お
け
る
駐
車
車
両
は
歩
行
者
 

や
他
の
車
の
通
行
を
妨
害
す
る
 

ば
か
り
か
非
常
に
危
険
で
す
。
 

警
察
で
は
こ
れ
ま
で
も
駐
車
 

違
反
取
締
り
を
行
っ
て
ま
い
り
 

ま
し
た
が
、
十
月
は
重
点
取
締
 

り
と
し
て
駐
車
違
反
の
取
締
り
 

を
行
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
御
 

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 無
料
調
停
相
談
会
の
 

開
催
に
つ
い
て
 

（
お
知
ら
せ
）
 

と
き
 

昭
和
六
十
年
十
一
月
 

＋
三
日
 
（水） 

午
前
十
時
ー
午
後
三
時
 

場
所
 
金
田
町
役
場
 

「
二
階
集
会
室
」
 

一
、
交
通
事
故
、
公
害
、
土
地
 

建
物
、
金
銭
貸
借
、
男
女
関
係
 

家
庭
内
の
紛
争
の
相
談
を
う
け
 

ま
す
。
 

二
、
無
料
相
談
で
す
か
ら
気
軽
 

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

三
、
相
談
を
担
当
す
る
者
は
、
 

民
事
、
家
事
調
停
委
員
で
す
。
 

四
、
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
 

す
の
で
安
心
し
て
相
談
し
て
く
 

だ
さ
い
。
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あ
な
た
も
十
歳
若
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

健

康

と

体

力

づ

く

り

教

室

案

内

 

中
高
年
層
を
対
象
に
、
ス
ト
 

レ
ツ
チ
体
操
、
 
ェ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

ダ
ン
ス
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
ビ
ー
 

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
等
で
、
成
人
 

病
予
防
に
役
立
つ
健
康
体
操
を
 

実
施
致
し
ま
す
、
希
望
者
は
申
 

込
ん
で
下
さ
い
。
 

一
、
期
聞
昭
和
六
十
年
十
一
月
 

五
日
よ
り
 

一
、
会
費
月
千
円
 

一
、
申
し
込
み
金
田
町
総
合
会
 

館
 
電
話
⑩
二
二
〇
〇
番
 

一
、
場
所
金
田
町
小
学
校
体
育
 

館
、
毎
週
火
曜
日
 
午
後
 

六
時
よ
り
 

金
田
町
健
康
、
体
力
づ
く
り
、
 

増
進
会
 世

話
人
 
森
本
正
俊
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一
あ
り
か
と
う
 

一 

C
さ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

森
山
八
郎
 
殿
 

岩
田
忠
仁
 
殿
 

福
島
ミ
ッ
ョ
殿
 

谷
口
輝
己
 
殿
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
社
会
福
祉
の
た
め
有
意
義
 

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

又
敬
老
会
に
さ
い
し
次
の
方
よ
 

り
ご
祝
儀
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

第
一
長
寿
園
 
殿
 

こ
の
度
田
川
調
停
協
会
主
催
 

第
二
長
寿
園
 
殿
 

に
お
い
て
金
田
、
方
城
、
糸
田
 

属
 
公
 
弘
 
殿
 

三
町
合
同
に
よ
る
無
料
調
停
相
 
社
会
福
祉
協
議
会
で
有
意
義
に
 

談
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
 
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

無
料
調
停
相
談
会
 

会
長
 
藤
川
 

義
臣
 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

吉
村
 

セ
ッ
ョ
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

御
礼
申
し
上
げ
有
意
義
に
使
用
 

て
さ
せ
い
た
だ
き
ま
す
 

」
金
田
町
教
育
後
援
会
 

会
長
 
森
 
豪
雄
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

中
村
梅
子
様
 

御
主
人
様
の
御
逝
去
に
さ
い
し
 

香
典
返
し
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
 

に
御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
厚
く
 

御
礼
申
上
げ
ま
す
 

有
意
儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
 

金
出
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
 
辰
島
宗
一
 


